
議案第２５号 

 

   和解に関する件 

   令和７年（２０２５年）５月２１日提出 

 

札幌市長 秋 元 克 広 

 

 本市は、下記により訴訟上の和解をするものとする。 

 

記 

 

１ 事件名 

  札幌地方裁判所 
令和５年（ワ）第２３２２号 保証債務履行請求事件 

２ 当事者 

(1) 原告 

 札幌市 

(2) 被告 

 ア 栃木県大田原市在住者（以下「被告Ａ」という。） 

イ 札幌市東区在住者（以下「被告Ｂ」という。） 

３ 事件の概要 

(1) 本市は、平成１２年１月２７日、札幌市アイヌ住宅新築資金等貸付要綱

（旧札幌市ウタリ住宅新築資金等貸付要綱）に基づき、訴外主債務者との

間で住宅新築資金及び宅地取得資金に係る金銭消費貸借契約を締結し、そ

の後、同人に対して合計１３，５００，０００円を貸し付けた。 

(2) 訴外主債務者は、貸付金の一部を返済したが、いまだ完済に至っていな

い。 

(3) 訴外被告Ａの父及び被告Ｂは、訴外主債務者の住宅新築資金及び宅地取

得資金に係る金銭消費貸借契約に係る貸金債務について、書面により連帯

保証し、被告Ａは、父の連帯保証債務を相続した。 



(4) 本市は、連帯保証債務履行請求に対して被告らからの任意での支払の見

込みが立たないため、令和５年１０月３０日、被告らに対し、金２８，８

９５，３０５円及び内金１２，０２６，０００円に対する違約金（年１０．

７５％の割合）の支払を求める訴訟を札幌地方裁判所に提起した。 

(5) 札幌地方裁判所は、令和６年１月２２日、被告Ａに対し、本市の主張を

全面的に認める判決を言い渡した。 

(6) 札幌地方裁判所は、本市及び被告Ｂに対し、令和７年２月１９日、和解

勧告を行い、同年３月１３日、和解条項案を提示した。 

４ 和解の概要 

(1) 被告Ｂは、本市に対し、１２，６９４，０９９円の支払義務があること

を認める。 

(2) 被告Ｂは、本市に対し、上記(1)の金員のうち８，１８９，６５２円を、

今後分割して令和７年１２月１日までに支払う。  

(3) 被告Ｂは、上記(2)の分割金の支払を２回以上怠り、その合計が２，００

０，０００円以上に達したときは、当然に期限の利益を失い、上記(1)の金

額から既払金を控除した残金及びこれに対する期限の利益を喪失した日の

翌日から支払済みまで年１０．７５％の割合による金員を直ちに支払う。 

(4) 被告Ｂが、期限の利益を失うことなく上記(2)の支払をしたときは、本市

は、被告Ｂに対し、上記(1)の残金の支払義務を免除する。 

 

 （理 由） 

 保証債務履行請求事件について和解するため、本案を提出する。 


